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複合アニオン化合物は、物性の大きく異なる複数のアニオンを組み合わせることで特異な構造

や配位環境を作り出すことが可能である。層状酸塩化合物 AE3Sc2O5Cl2  (AE = Sr, Ba)はペロブスカ

イト類縁の構造を持ち、酸素とハロゲンの配位環境の異なる 3 種類のカチオンサイトを持つ。こ

れらの化合物は元素や構造が柔軟に選択できることや、Bond Valence Sum(BVS)値が特異的に低い

カチオンサイトを有するなど、多様な希土類配位環境を作り出すことが期待されている[1]。本研

究では AE3Sc2O5Cl2  (AE = Sr, Ba)に Euを添加した際の蛍光特性を評価した。 

化学量論比で混合した粉末をペレット化し大気中、N2、5%H2 /Ar雰囲気下 900℃で 24時間焼成

した。得られた粉末の XRD パターンからいずれの試料もほぼ単相が得られたことが分かった。こ

れらの試料を蛍光分光光度計で測定した励起発光スペクトルを Fig.2 に示す。すべての試料から

Eu3+に帰属する発光が観測され、最大で 60％を超える量子収率が得られた。AE = Srと Baの試料

ではほぼ同一の発光スペクトルが得られたが、Baの試料では励起スペクトルが長波長側へのシフ

トが観測された。また、還元雰囲気で焼成した試料からのみ Eu2+の発光が観測された。これらの

結果から構成元素、および焼成条件によって発光特性を制御が可能になると考えられる。 

 

  

Fig.1  AE3Sc2O5Cl2の結晶構造 Fig.2  AE3Sc2O5Cl2の励起/発光スペクトル 
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